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古くて新しい病気の 結核 について ２

結核とはどんな病気か？
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日本における結核罹患率の推移

福島県は、
全国平均より低い罹患率
→感染者は少ない

日本はやっと
世界的に

低蔓延国になった



結核って、どんな病気なのだろう？

結核の歴史と変遷



結核にかかっていた
エジプトのミイラ

結核は、昔からある病気～家畜から感染し、変異した と言われている
歴史的には、９０００年前 の人骨にその痕跡を認める

（ハイデルベルク人＝原人）
日本には、弥生時代に中国より伝播 その後、各地に拡散した。

歴史上、多くの著名人が、結核で死んでいる



ヒト型結核菌
ウシ型結核菌（BCG)

アビウム

カンザシ

イントラセルラー

など

抗酸菌群（という細菌の仲間）

結核菌群 非結核菌群

結核菌とは、細菌の一種類



結核は全身病
至る所に病巣を作る



結核はどのようにうつるのか？

空気感染～菌を吸い込み
肺胞に到達して

感染成立！

肺で菌が増殖し、
血液・リンパを介して
全身へ 拡散



感染したから、発病するとは限らない



太平洋戦争前～戦中の結核治療 有効な薬剤がなく、
療養所での大気安静療法

薬剤が開発されたのは、1944年

この頃に結核に感染した人は
まだ菌が身体に眠っている 可能性が大



結核医療の変遷
１．SM（ストレプトマイシン）の開発、1944
２．耐性菌の出現を阻止、「併用療法」の導入、1946-50
３．PAS（パラアミノサリチル酸）の開発、1948
４．INH（イスコチン）の開発、1952
５．PZA（ピラジナミド）の開発、1954
６．CS（サイクロセリン）の開発、1955
７．KM（カナマイシン）の開発、1957
８．TH（エチオナミド）の開発、1960
９．EB（エタンブトール）の開発、1961
10.  REP（リファンピシン）の開発、1963
11. RFP導入のよる短期化学療法の試み、1972

12.「結核医療の基準」の一部改正（多剤併用短期化学療法の導入）、1996 ～標準治療の開始
13. DLM（デラマ二ド）の承認、2014～40年ぶりの新薬
14. LVFX（レボフロキサシン）の承認、2015
15.「結核医療の基準の見直し」、2016
16. BDQ（ベダキリン）の承認、2018 現在の治療法が確立

2000年代に入り、多剤耐性結核の拡大が問題化
→ 新しい坑結核薬も開発されている



新型コロナ感染症 ５類移行後の対応について


